
1 

 

（
六
）
國
分
寺 

福
山
市
神
辺
町
下
御
領 

 
 
 
 
 
 

 

国
分
寺
は
山
号
を
唐
尾
山
（
か
ら
お
さ
ん
）
と
称
す
る
真
言
宗
大
覚
寺
派
の
寺
院
で
あ
る
。 

 
 
 

       

一 

國
分
寺
の
縁
起 

 

福
山
市
神
辺
歴
史
民
俗
資
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

神
辺
の
寺
院
よ
り
抜
粋 

天
平
十
三
（
七
四
一
）
年
、
聖
武
天
皇
が
発
し
た
国
分
寺
建
立
詔
（
み
こ
と
の
り
）
に
よ
り
、
鎮
護

国
家
を
説
く
「
金
光
明
最
勝
王
経
」
に
基
づ
い
て
国
家
の
平
安
を
祈
念
し
、
全
国
六
十
六
州
の
国
ご
と

に
建
立
さ
れ
た
官
寺
で
す
。
正
式
名
称
を
「
金
光
明
四
天
王
護
國
之
寺
」
と
い
い
、
奈
良
の
大
仏
で
有

名
な
「
東
大
寺
」
を
総
國
分
寺
と
し
て
い
ま
し
た
。 

 

「
備
後
國
分
寺
」
は
、
天
文
七
（
一
五
三
八
）
年
、
大
内
氏
と
山
名
氏
に
よ
る
神
辺
城
合
戦
で
戦
火

を
受
け
焼
失
。
天
文
十
九
（
一
五
五
〇
）
年
に
神
辺
城
主
・
杉
原
理
興
（
す
ぎ
は
ら 

た
だ
お
き
）
に

よ
っ
て
本
堂
が
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
延
宝
元
（
一
六
七
三
）
年
、
大
原
池
の
決
壊
に
よ
る

堂
々
川
の
氾
濫
で
諸
堂
は
壊
滅
し
、
寺
観
は
荒
廃
し
て
し
ま
い
ま
す
。
元
禄
七
（
一
六
九
四
）
年
、
第

四
代
福
山
藩
主
・
水
野
勝
種
（
み
ず
の
か
つ
た
ね
）
が
大
旦
那
と
な
り
、
金
穀
（
金
銭
と
穀
物
）
お
よ

び
川
北
村
の
網
付
（
あ
み
つ
け
、
現
在
の
川
北
帰
り
）
よ
り
木
材
を
給
付
し
、
今
後
の
災
害
を
避
け
る

た
め
元
の
場
所
よ
り
北
側
の
山
寄
せ
に
本
堂
を
再
々
建
し
ま
し
た
。
こ
の
時
一
五
二
〇
人
も
の
人
員
を

動
員
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
元
禄
十
（
一
六
九
七
）
年
に
客
殿
が
完
成
し
、
元
文
五

（
一
七
四
一
）
年
に
は
仁
王
門
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。 

 

発
掘
調
査
に
よ
れ
ば
、
創
建
時
は
東
西
約
百
八
十
ｍ
の
寺
域
（
南
北
は
不
明
）
で
、
古
代
山
陽
道
に

面
し
て
南
門
が
あ
り
、
そ
れ
を
入
る
と
東
に
塔
、
西
に
金
堂
（
こ
ん
ど
う
＝
本
尊
を
安
置
す
る
仏
、
北

に
講
堂
（
僧
侶
が
経
典
の
講
義
や
説
教
を
す
る
堂
）
を
配
置
す
る
法
起
寺
（
ほ
っ
き
じ
）
式
伽
藍
（
が

ら
ん
）
配
置
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

※
備
後
國
分
寺
の
塔
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
た
と
伝
わ
る
「
紫
紙
金
字
（
し
し
き
ん
じ
）
金
光
明
最
勝

王
経
」
は
、
現
在
国
宝
の
指
定
を
受
け
、
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 

「
福
山
志
料
」
に
は 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

唐
尾
山
眞
言
宗
年
代
久
シ
ク
興
敗
シ
ハ
々
ニ
シ
テ
小
地
ト
ナ
リ
今
明
王
院
ノ
末
寺
ト
ナ
ル
イ
ツ
ノ
頃 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ
カ
ナ
ル
故
ト
云
コ
ト
ヲ
知
ラ
ス
由
緒
書
ニ
云
杉
原
カ
時
安
那
郡
一
郡
ニ
賦
シ
テ
修
覆
セ
シ
メ
二
十
貫 

ノ
地
ヲ
附
シ
香
火
ヲ
資
ク
其
後
福
島
カ
時
荘
園
コ
ト
々
ク
取
上
ラ
レ
延
寶
庚
丑
ノ
洪
水
ニ
流
レ
草
堂 

ワ
ツ
カ
一
宇
ノ
コ
レ
リ
水
野
勝
種
侯
神
邊
網
付
山
ノ
材
ヲ
賜
ハ
リ
杉
原
カ
舊
例
ヲ
用
ヒ
郡
中
ノ
緣
ヲ 

募
テ
修
覆
ヲ
加
ヘ
シ
メ
延
寶
巳
（
原
文
の
ま
ま
）
未
ニ
成
就
ス
云
云 

  

如實上人墓碑 

詩碑 聯句戯贈如實上人

主任 
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古
代
、
東
福
院
か
ら
国
分
寺
の
あ
る
湯
野
か
ら
御
領
に
か
け
て
安
那
郡
の
中
心
と
し
て
栄
え
た
地
域
で 

あ
る
。
兵
火
や
洪
水
に
遭
い
か
つ
て
の
面
影
は
な
い
が
、
茶
山
の
詩
を
通
し
て
当
時
を
想
い
た
い
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

二 

茶
山
と
如
實
上
人
・
国
分
寺 

 
 

茶
山
は
国
分
寺
を
度
々
訪
れ
て
い
る
。
国
分
寺
や
御
領
山
等
へ
の
「
登
高
」
の
詩
も
あ
る
。
茶
山
と
如
実
上
人 

の
動
き
を
茶
山
略
年
表
（
菅
茶
山
記
念
館
発
行
）
や
菅
茶
山
（
富
士
川
英
郎
著
）
等
か
ら
拾
っ
て
み
る
。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

年 

号 
 

西 

暦 
 
 
 
 
 

茶
山
の
動
静 

 
 
 
 

  
 

安
永
七
年 

一
七
七
八 

9
/9
 

桑
田
元
厚
・
霊
昌
上
人
と
研
山
に
登
る
（
遊
研
岩
記
） 

 
 
 
 
 

  

天
明
四
年 

 

一
七
八
四 

3
/2

0
 

西
山
拙
齋
・
恥
庵
（
弟
）
と
国
分
寺
如
實
上
人
を
訪
ね
る 

 

 
 

  
 

  
 

天
明
六
年 

一
七
八
六 

2
/2

2

友
人
や
枕
雲
上
人
と
国
分
寺
に
遊
ぶ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
3

/2
8

 
西
山
拙
齋
・
西
山
考
拘
・
志
村
東
嶼
と
国
分
寺
に
遊
ぶ 

 
 
 
 
 
 

 

天
明
七
年 

一
七
七
八 

 

春 

牛
海
・
茂
原
祥
三
・
菅
波
惟
文
と
国
分
寺
に
遊
ぶ 

 
 
 

  
 
 

天
明
八
年 

一
七
八
八 

6
/1

0
 

菅
波
武
十
郎
・
牛
海
・
如
実
上
人
・
神
野
光
顕
・
河
相
君
推
ら
出
席
の
福
山
藤 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

井
忠
之
の
詩
会
に
招
か
れ
る 

寛
政
二
年 

 

一
七
九
〇  

2
/2

6
 

西
山
拙
齋
と
国
分
寺
の
招
き
に
行
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 
 
 
 

  
 

享
保
三
年 

 

一
八
〇
三 

 
2

/7
 
 

宣
（
妻
）
千
代
（
妹
）
敬
（
千
代
の
子
・
萬
年
の
妻
）
と
国
分
寺
に
遊
ぶ 

 
 
 
 

 
  

文
化
十
年 

一
八
一
三 

1
0

/1
2

 

頼
春
風
・
片
雲
上
人
・
塾
生
等
と
国
分
寺
に
遊
ぶ 

 
 
 
 

  
 

文
政
三
年 

一
八
二
〇 

9
/9
 

風
牀
上
人
・
小
野
泉
藏
及
び
塾
生
と
鼕
々
澗
に
登
高
し
雷
雨
に
値
い
て
国
分
寺 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
入
る
。 

  
 
 
 
 
 

 右
の
表
の
人
物
を
紹
介
す
る
と 

  
 
 
 
 
 

桑
田
元
厚 

 

備
後
福
田
の
人 

霊
昌
上
人 

 

光
蓮
寺
住
職
。
名
は
風
霊
、
号
は
南
涯
。
宗
派
論
争
に
よ
り
京
都
で
没
す
る 

西
山
拙
齋 

 

備
中
鴨
方
の
人
、「
欽
塾
」
を
開
く
。
茶
山
と
同
門
で
交
友
は
生
涯
続
く
。
公
的
な
役
に
は
付
か
ず 

西
山
孝
怐 

 

西
山
拙
齋
の
次
男
で
儒
者
。
復
軒
と
号
す
。 

枕
雲
上
人 

 

備
後
府
中
の
人
。
浄
土
真
宗
の
僧
で
詩
が
巧
み
。
弟
恥
庵
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。 

志
村
東
嶼 

 

仙
台
藩
儒
官
。
昌
平
黌
で
経
を
講
じ
た
こ
と
も
あ
る 

牛
海
上
人 

 

真
言
宗
三
寶
院
派
の
修
験
者
。
詩
・
俳
句
を
嗜
み
、
茶
山
と
早
く
か
ら
識
り
あ
う
。 

茂
原
祥
三 

 

通
称
兵
右
衛
門
。
祥
三
は
字
。
湯
野
村
の
医
師
の
子
と
し
て
生
ま
れ
る
。
後
同
村
の
里
正
。 

菅
波
惟
文 

 

三
日
市
尾
道
屋
六
代
目
当
主
。
備
中
久
代
村
大
月
氏
か
ら
養
子
に
入
る
。 

 

菅
波
武
十
郎 

本
荘
屋
菅
波
家
（
東
本
陣
）
第
６
代
当
主
。
茶
山
の
本
家
筋
に
あ
た
る
。
茶
山
の
弟
子
・
友
。 

神
野
光
顕 

 

為
替
問
屋
帯
屋
当
主
。
通
称
利
右
衛
門
。
号
は
聽
松
軒
。
俳
句
、
和
歌
を
善
と
す
る
。 

河
相
君
推 

 

西
中
条
の
庄
屋
で
大
富
豪
。
客
殿
に
十
勝
碑
林
と
い
う
庭
園
を
造
る
。
茶
山
も
再
三
訪
問
す
る
。 

頼
春
風 
 
 

竹
原
の
人
、
医
者
。
頼
三
兄
弟
（
春
水
・
杏
坪
）
の
一
人
。
山
陽
の
叔
父
。 

片
雲
上
人 

 

枕
雲
上
人
の
弟
で
僧
侶
。
茶
山
と
詩
文
の
交
わ
り
が
あ
る
。 

風
牀
上
人 

 

字
は
快
行 

風
牀
は
号
。
讃
岐
の
人
。
倉
敷
の
観
龍
寺
の
住
職
。
詩
文
の
嗜
み
が
深
い 

小
野
泉
藏 

 

備
中
長
尾
村
の
人
。
招
月
と
号
す
。
西
山
拙
齋
・
茶
山
・
頼
山
陽
に
学
ぶ 

 
 
 
 
 
 

藤
井
忠
之 

 

質
屋
今
津
屋
当
主
。
隠
居
号
辛
。
俳
句
、
和
歌
を
善
と
す
る
。 

 



3 

 

 

三 

如
實
上
人
に
つ
い
て
（ 

 

？ 

～
一
八
二
一
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

茶
山
と
国
分
寺
に
つ
い
て
語
る
と
き
、
如
實
上
人
と
の
関
係
に
触
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
如
実
上
人 

に
つ
い
て
は
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
。
紀
州
高
野
山
の
顕
生
院
か
ら
国
分
寺
に
転
任
。
和
歌
を
嗜
ん
だ
り
花
を
愛 

で
る
な
ど
の
風
流
人
で
り
、
茶
山
も
よ
く
国
分
寺
を
訪
ね
て
い
る
。
「
福
山
志
料
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

  
 
 
 
 
 
 

今
按
ニ
今
ノ
方
丈
二
王
門
先
住
如
実
上
人
コ
レ
ヲ
建
テ
少
シ
ク
寺
刹
ノ
カ
タ
チ
ヲ
成
ト
イ
エ
ト
モ
昔
ノ
二
十
分 

 
 
 
 
 
 
 

之
一
ニ
モ
ナ
ラ
ス
此
寺
諸
國
ニ
ア
リ
由
來
開
基
ノ
事
ハ
云
コ
ト
ヲ
マ
タ
ス
令
義
解
類
聚
國
史
類
聚
三
代
格
等 

 
 
 
 
 
 
 

ニ
見
エ
タ
ル
國
分
寺
及
定
額
寺
ノ
條
ヲ
引
テ
當
時
ノ
光
景
ヲ
想
ヒ
見
セ
シ
ム
如
實
ハ
紀
州
ノ
産
和
歌
ヲ
好
ミ 

 
 
 
 
 
 
 

花
草
ヲ
愛
シ
テ
無
欲
ナ
ル
僧
ナ
リ
西
山
拙
齋
ト
善
シ
拙
齋
カ
贈
リ
シ
聯
句
ニ
唯
愛
名
花
不
愛
銭
ト
云
句
ア
リ 

 
 
 
 
 
 
 

其
人
想
フ
ヘ
シ
國
分
二
寺
ノ
コ
ト
別
ニ
辨
説
ア
リ 

鴨
方
の
西
山
拙
齋
と
気
が
あ
っ
た
と
も
特
記
し
て
い
る
。
国
分
寺
境
内
に
上
人
の
墓
碑
が
あ
る
。 

四 

茶
山
と
如
實
上
人
・
国
分
寺 

聯
句
戯
贈
如
實
上
人 

 
 
 
 
 
 

 
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩 

前
編 

巻
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

聯
句
（
れ
ん
く
）
戯
（
た
わ
む
）
れ
に
如
實
上
人
に
贈
る 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

上
人
好
事
爲
花
顛 

 
 
 
 

 
 

上
人
好
事
（
こ
う
ず
）
花
の
た
め
に
顛
（
て
ん
）
す 

唯
愛
名
花
不
愛
銭 

拙
斎 

 
 
 

た
だ
名
花
を
愛
し
て
銭
を
愛
さ
ず 

爲
是
年
年
購
奇
種 

 
 
 
 

 
 

是
れ
年
々
（
ね
ん
ね
ん
）
奇
種
を
購
（
あ
が
な
）
う
為
に 

下
山
時
乞
衆
生
縁 

晋
師 

 
 
 

山
を
下
っ
て
時
に
乞
う
衆
生
（
し
ゅ
じ
ょ
う
）
の
縁 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

顛
～
さ
か
さ
ま
、
さ
か
さ
ま
に
す
る 

 
 

 

（
大
意
） 

上
人
は
好
事
家
で
、
花
の
た
め
に
は
逆
立
ち
し
て
も
惜
し
く
は
な
い
。
た
だ
、
立
派
な
花
を
愛
し
て
、 

 
 
 
 

銭
に
は
愛
着
が
な
い
。
だ
か
ら
、
毎
年
花
の
奇
種
を
購
う
た
め
に
山
か
ら
下
り
て
（
寺
か
ら
里
に
出
て
） 

衆
生
に
時
々
銭
（
お
布
施
）
を
乞
わ
れ
る 

＊ 

聯
句
と
は 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

七
言
絶
句
の
二
八
文
字
の
詩
を
複
数
の
人
が
わ
け
て
読
む
作
詩
法
。
こ
の
詩
は
起
句
・
承
句
を
西
山
拙
斎
、 

転
句
と
結
句
を
茶
山
先
生
が
詠
ん
で
い
る
。
漢
詩
の
世
界
で
は
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
楽
し
ん
だ
の
で
す
。 

 

 
 

 
 
 
 

菅
茶
山
和
歌
「
訪
ひ
寄
れ
ば
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 
 

「
如
實
上
人
を
訪
い
侍
（
は
べ
）
り
し
日 

庭
の
草
花
盛
り
な
り
し
か
ば
」 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

訪
ひ
寄
れ
ば
袖
も
色
濃
く
な
り
に
け
り 

 

籬
の
露
の
萩
の
花
摺
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

籬
（
ま
が
き
）~

垣
根 

 
 
 
 

 
 
 

（
大
意
） 

国
分
寺
へ
如
實
上
人
を
訪
ね
れ
ば
、
着
物
の
袖
が
色
濃
く
な
る
ほ
ど
草
花
は
真
っ
盛
り
。
萩
の
花 

が
映
り
込
ん
だ
垣
根
の
露
で
着
物
を
染
め
て
し
ま
い
そ
う
だ 

 

 
 
 
 
 
 

〇 

茶
山
は
塾
生
、
詩
友
や
客
人
と
も
に
度
々
国
分
寺
を
訪
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
国
分
寺
裏
山
に
登
っ
て
詩
を
詠
ん 

で
い
る
。
そ
の
時
「
中
宿
り
」（
休
憩
）
す
る
の
が
国
分
寺
で
あ
っ
た
。
八
丈
岩
に
登
り
「
御
領
山
大
石
歌
」
の 

詩
を
作
っ
た
際
も
立
ち
寄
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
友
人
た
ち
と
訪
れ
た
時
の
詩
を
紹
介
す
る
。 
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同
諸
友
人
及
枕
雲
上
人
遊
國
分
寺
即
事 

 
 
 

黄
葉
夕
陽
村
舎
詩 

前
編 

巻
三 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

諸
友
人
及
び
枕
雲
上
人
と
と
も
に
国
分
寺
に
遊
び
即
事 

 
 
 
 

 
 
 
 

魚
亦
知
人
意 

 
 

魚
亦
（
ま
た
）
人
意
を
知
る 

空
遊
恬
不
驚 

 
 

空
遊
す
れ
ど 

恬
（
て
ん
）
し
て
驚
か
ず 

 
揺
揺
池
影
麗 

 
 

揺
揺
と
し
て 

池
影
麗
し 

曖
曖
野
烟
横 

 
 

曖
曖
（
あ
い
あ
い
）
と
し
て 

野
烟
横
わ
る 

 
 

午
寺
殘
梅
氣 

 
 

午
寺 

殘
梅
の
気 

春
林
乳
雀
聲 

 
 

春
林 

乳
雀
の
声 

逍
遥
各
相
得 

 
 

逍
遥
と
し
て 

各
（
お
の
お
の
）
相
得
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

粗
識
浴
沂
情 

 
 

粗
識 
浴
沂
（
よ
く
き
）
の
情 

  
 

 
 

 
 

 
 

恬 

平
気
で
い
る
さ
ま
。 

揺
揺 
ゆ
れ
動
く
さ
ま
。 

曖
曖 

お
ぼ
ろ
げ
な
さ
ま
。 

乳
雀 

雀
の
子
。 

 

逍
遥 

俗
事
を
離
れ
て
気
ま
ま
に
歩
く
こ
と
。 

沂 

ほ
と
り
、
ふ
ち 

 
 
 
 
 
 
 

（
大
意
） 

池
の
魚
も
我
々
の
心
が
わ
か
る
の
か
、
驚
か
ず
に
平
気
で
悠
然
と
泳
い
で
い
る
。
水
面
に
映
っ
た
影 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

が
美
し
く
揺
れ
動
き
、
お
ぼ
ろ
げ
に
か
す
ん
だ
春
霞
が
野
に
た
な
び
い
て
い
る
。
真
昼
の
寺
で
は
散
り 

残
っ
た
梅
が
香
り
、
木
立
で
は
子
雀
の
声
が
聞
こ
え
る
。
す
べ
て
が
按
配
よ
く
で
き
て
い
て
こ
う
い
う 

所
を
ぶ
ら
ぶ
ら
と
散
歩
す
る
と
、
名
利
を
忘
れ
た
優
閑
の
気
分
と
い
う
も
の
が
わ
か
る
っ
て
来
る
。 

 

同
海
道
士
及
び
祥
三
惟
文
夜
至
自
唐
尾
山
集 

 
 
 

黄
葉
夕
陽
村
舎
詩 

 

前
編 

巻
三 

海
道
士
及
び
祥
三
惟
文
と
共
に
夜
唐
尾
山
の
集
い
よ
り
至
る 

春
山
終
日
遊 

 
 

春
山
に 

終
日
遊
ぶ 

談
話
非
塵
世 

 
 

談
話
す
る
こ
と 

塵
世
（
じ
ん
せ
い
）
に
あ
ら
ず 

 
 

登
石
聽
幽
潺 

 
 

石
を
登
り 

幽
潺
（
ゆ
う
せ
ん
）
を
聞
く 

徘
徊
澗
沙
際 

 
 

徘
徊
す
澗
沙
（
か
ん
し
ゃ
）
の
際 

林
風
吹
躑
躅 

 
 

林
風 

躑
躅
に
吹
き 

紛
紅
滿
眄
睨 

 
 

紛
紅 

眄
睨
（
べ
ん
げ
い
）
に
満
つ 

夜
橋
衝
甚
雨 

 
 

夜
橋 

甚
雨
を
衝
（
つ
）
く 

到
家
門
已
閉 

 
 

家
に
到
ら
ば 

門
已
（
す
で
）
に
閉
ま
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

兒
童
譟
相
迎 

 
 

児
童
譟
い
で 

相
迎
え
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

肅
客
立
庭
砌 

 
 

客 

粛
（
う
や
ま
）
い
て
庭
砌
（
て
い
せ
い
）
に
立
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 

爐
鳴
茶
靄
斜 

 
 

炉
鳴
り 

茶
靄
（
ち
ゃ
あ
い
）
斜
な
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

簾
捲
燈
火
細 

 
 

簾
（
す
だ
れ
）
を
捲
（
ま
）
け
ば 

燈
火
細
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

蓑
衣
未
遽
脱 
 
 

蓑
衣
（
さ
い
い
） 

未
だ
遽
（
に
わ
か
）
に
脱
が
ず 

 
 
 
 
 
 
 
 

花
香
在
短
袂 

 
 

花
香 

短
袂
（
た
ん
べ
い
）
に
在
り 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

塵
世 

俗
世
間
。 

潺 

水
の
さ
ら
さ
ら
流
れ
る
さ
ま
。 

眄
睨 

横
目
に
み
え
る 

 

甚
雨 

ひ
ど
く
降 

る
雨
。 

肅 

寒
さ
の
た
め
に
縮
む 

 

庭
砌 

庭
の
石
だ
た
み 

 

蓑
衣 

み
の
、
昔
の
雨
具 

 

袂 
 

た
も
と
、
そ
で 

 
 
 
 
 
 
 

（
情
景
）
春
の
あ
る
晴
れ
た
日
、
国
分
寺
の
裏
山
に
登
っ
て
い
る
。
岩
山
を
よ
じ
登
り
谷
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
、

咲
き
乱
れ
る
躑
躅
を
堪
能
し
て
、
国
分
寺
に
た
ち
よ
り
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
。
帰
る
頃
に
は
す
っ
か 
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り
夜
に
な
り
に
わ
か
雨
に
あ
う
。
や
っ
と
、
家
に
つ
く
と
門
が
締
ま
っ
て
い
る
。
弟
子
た
ち
が
急
い 

 

で
迎
え
よ
う
と
す
る
が
、
み
ん
な
は
庭
で
寒
さ
に
震
え
て
い
る
。
炉
に
置
か
れ
た
釜
か
ら
お
茶
の
匂
い
が 

漂
っ
て
く
る
。
袂
か
ら
躑
躅
の
い
い
香
り
が
す
る
の
だ
か
ら
急
い
で
蓑
を
脱
ぐ
こ
と
は
な
い
。
夜
遅
く
帰 

っ
た
ら
、
す
で
に
門
が
閉
め
ら
れ
て
い
た
。
寒
い
の
を
我
慢
し
て
「
花
香
在
短
袂
」
と
強
が
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

九
日
與
二
客
及
諸
子
遊
鼕
々
澗
値
雷
雨
入
國
分
寺
晴
後
再
入
澗
飮
石
上
分
得
韻
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

黄
葉
夕
陽
村
舎
詩 

後
編 

巻
八 

 
 
 
 

九
日
二
客
及
諸
子
と
鼕
々
澗
（
と
う
と
う
か
ん
）
に
遊
び 

雷
雨
に
値
（
あ
）
い
國
分
寺
に
入
る 

晴
後
再
び
澗
に
入
り
石
上
に
飮
す 

分
ち
て
文
の
韻
を
得
る 

檐
聲
纔
斷
未
開
雲 

 

檐
聲
（
え
ん
せ
い
）
纔
（
わ
ず
）
か
に
断
え
て 

未
だ
雲
を
開
か
ず 

且
犯
餘
飛
入
翠
氛 

 

且
（
し
ば
ら
）
く
余
飛
を
犯
し
て
翠
氛
（
す
い
ふ
ん
）
に
入
る 

俄
頃
夕
陽
呈
明
媚 

 

俄
頃
（
が
け
い
）
に
夕
陽 

明
媚
（
め
い
び
）
を
呈
し 

攀
林
弄
水
客
幾
群 

 

林
を
攀
（
よ
）
じ 
水
を
弄
（
ろ
う
）
す 

客
幾
群
ぞ 

登
高
候
晴
還
此
厄 

 

登
高 

晴
を
候
（
う
か
が
）
っ
て
還
（
ま
）
た
此
の
厄
（
わ
ざ
わ
い
）
あ
る
も 

亦
喜
山
野
屢
改
觀 

 

亦
た
喜
ぶ 

山
野
の
屢
（
し
ば
し
ば
）
観
る
を
改
む
る
を 

歸
鞋
後
先
踏
月
光 

 

帰
鞋
（
き
あ
い
） 

後
先
し
て
月
光
を
踏
み 

人
影
在
沙
沙
路
長 

 

人
影 

沙
在
り
て 

沙
路
長
し 

避
雷
入
寺
歡
較
損 

 

雷
を
避
け
て
寺
に
入
る
歓
較
（
や
や
）
損
す
る
も 

此
遊
終
非
惡
重
陽 

 

此
の
遊 

終
（
つ
い
）
に
悪
重
陽
に
非
ず 

 

檐
聲 

檐
は
ひ
さ
し
、
檐
聲
で
雨
だ
れ
の
音 

 

余
飛 

ま
だ
降
り
や
ん
で
い
な
い
さ
ま 

 

氛 

悪
い
気 

俄
頃 

ま
た
た
く
間 

 
 

鞋 

わ
ら
じ
、
帰
鞋
で
帰
り
道 

 

 
 
 
 
 
 

＊
文
政
三
年
九
月
九
日
、
風
牀
上
人
、
小
野
泉
藏
や
北
條
霞
亭
・
廉
塾
の
塾
生
達
と
御
領
山
に
登
高
。
鼕
々
澗
（
堂
々 

川
）
に
そ
っ
て
登
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
雷
雨
に
あ
っ
て
国
分
寺
に
そ
の
難
を
避
け
た
ら
し
い
。 

 

に
わ
か
雨
が
止
ん
だ
の
で
、
ま
た
登
っ
た
の
で
あ
る
が
、
帰
る
頃
に
は
陽
が
沈
ん
で
し
ま
い
月
明
か
り
の
も
と
下 

山
し
た
よ
う
で
あ
る
。
大
変
な
登
高
と
な
っ
た
。
し
か
し
「
此
遊
終
非
惡
重
陽
」
と
強
が
っ
て
い
る
茶
山
の
姿
が
想 

像
で
き
る
。 

同
行
し
た
風
牀
上
人
も
次
の
よ
う
な
詩
を
遺
し
て
お
り
、
そ
の
時
の
状
況
が
よ
く
わ
か
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

重
陽
同
茶
山
霞
亭
先
生
及
小
野
仙
藏
諸
氏
登
御
領
山
午
時
雷
雨
急
避
國
分
寺
分
韻
得
五
歌 

 
 
 
 
 
 
 

殷
雷
驅
雨
雨
翻
河 

 

殷
雷
（
い
ん
ら
い
） 

雨
を
駆
っ
て 

雨
河
を
翻
（
ひ
る
が
え
）
す 

 
 
 
 
 
 
 

避
雨
俄
然
蕭
寺
過 
 

雨
を
避
け
て
俄
然 

蕭
寺
に
過
（
よ
）
ぎ
る 

 
 
 
 
 
 
 

先
倒
酒
瓢
拌
酩
酊 

 

先
ず
酒
瓢
（
し
ゅ
ひ
ょ
う
）
を
倒
し
て
酩
酊
を
拌
（
わ
か
）
ち 

且
鬮
詩
韻
費
吟
哦 

 

且
（
し
ば
ら
）
く 

詩
韻
を
鬮
（
た
た
か
）
わ
せ
て
吟
哦
（
ぎ
ん
が
）
を
費
す 

 
 
 
 
 
 
 

籬
沾
菊
蘂
傳
香
遠 

 

籬
（
ま
が
き
）
沾
（
う
る
お
）
い
て 

菊
蕊
（
き
く
ず
い
）
香
を
伝
う
る
こ
と
遠
く 

 
 
 
 
 
 
 

溪
漲
泉
聲
激
石
多 

 

渓
漲
（
み
な
ぎ
）
り
て 

泉
声 

石
に
激
す
る
こ
と
多
し 

 
 
 
 
 
 
 

再
欲
登
高
盡
餘
興 

 

再
び
登
高
し
て
余
興
を
尽
さ
ん
と
欲
す
れ
ど 

 
 
 
 
 
 
 

西
山
已
耐
夕
陽
何 

 

西
山
已
（
す
で
）
に
夕
陽
を
耐
え
る
を
何
（
い
か
）
ん
せ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

殷
雷 

さ
か
ん
に
鳴
り
響
く
雷 

 

蕭 

ひ
っ
そ
り
と
し
た
さ
ま
、
蕭
寺
で
国
分
寺 

 

酒
瓢 

酒
の
入
っ

た
瓢
箪 

 

吟
哦 

詩
歌
を
う
た
う
こ
と 

 

蘂 

お
し
べ
、
め
し
べ 

漲 

満
ち
あ
ふ
れ
る 
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五 

西
山
拙
齋
の
詩
を
紹
介
す
る 

 
 
 
 
 
  
 

壬
寅
仲
春
國
分
精
舎 

 
 

 
 
 

西
山
拙
齋 

書 

月
色
朧
々
樹
色
蒼 

 
 
 

月
色 

朧
々
（
ろ
う
ろ
う
）
樹
色
は
蒼
（
あ
お
）
し 

春
陰
投
宿
老
僧
房 

 
 
 

春
陰 

投
宿 

老
僧
の
房
（
ぼ
う
） 

過
清
□
□
飛
泉
響 

 
 
 
 

（
□
は
判
別
で
き
ず
） 

洗
盡
人
間
塵
土
膓 

 
 
 

洗
い
尽
く
さ
ん
人
間
（
じ
ん
か
ん
）
塵
土
（
じ
ん
ど
）
の
腸
（
ち
ょ
う
） 

 
 
 

又 

嵐
色
籠
山
色 

 
 
 
 
 

嵐
色
（
ら
ん
し
ょ
く
）
山
色
に
籠
（
こ
）
も
り 

泉
聲
雜
雨
聲 

 
 
 
 
 

泉
声
は
雑
雨
（
ざ
つ
う
）
の
声 

苛
留
何
用
懇 

 
 
 
 
 

苛
留
（
か
り
ゅ
う
）
何
ぞ
懇
（
ね
ん
ご
）
ろ
に
用
い
ん 

泥
濘
阻
遊
程 

 
 
 
 
 

泥
濘
（
で
い
ね
い
）
遊
程
を
阻
（
は
ば
）
む 

 

 
 
 
 
 
 
 

春
陰 

春
か
す
み
。 

 

人
間 

俗
世
間
。 

 

塵
土 

け
が
れ
た
世
。 

 

膓 

こ
こ
ろ
。 

嵐 
 

山
の
も
や 

 

苛 

き
び
し
い
、
き
つ
い 

 

泥
濘 

ど
ろ
み
ち 

＊
こ
の
書
は
「
壬
寅
仲
春
國
分
精
舎
」
と
あ
る
の
で
、
天
明
二
年
（
一
七
八
九
）
の
詩
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

 
 
 
 

頼
山
陽
も
短
い
廉
塾
滞
在
中
に
国
分
寺
を
訪
れ
、
次
の
よ
う
な
詩
を
遺
し
て
い
る 

 

國
分
寺 

 
 
 
 
 
 
 

頼
山
陽 

廢
寺
國
分
寺 

 

依
稀
舊
般
若 

斜
陽
門
外
蹊 

 

修
得
千
年
瓦 
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